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【議案審議結果】

補
　
　
正
　
　
予
　
　
算

令和３年度一般会計補正予算(第７号) の専決処分の承認を求めることにつ
いて
地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金事業で467万円を追加

全会一致

令和３年度一般会計補正予算（第８号）の専決処分の承認を求めることに
ついて
名誉町民の町葬に要する経費として619万円を追加

令和３年度一般会計補正予算（第９号）
子育て世帯への臨時特別給付金事業2,865万円、定住対策補助金1,450万
円、ふるさと応援寄附金事業3,445万円、コロナワクチン接種事業910万
円、福祉灯油793万円、財政調整基金積立4,709万円を追加し、下水道会
計繰出金198万円、後期高齢者医療保険負担金1,607万円を減額

令和３年度下水道事業会計補正予算(第３号)　
消費税の精査により471万円追加、歳入の下水道使用料（業務用）669万
円を追加、一般会計繰入金を198万円減額

令和３年度町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）
人事異動等に伴う職員の人件費3,004万円減額

条
例
等

奈井江町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例
の一部を改正する条例
国の法律改正により、保険医療機関等で療養の給付を受ける場合の被保
険者資格の確認が、個人番号カードによるオンライン資格確認が導入さ
れることに伴う改正

全会一致

人
事

人権擁護委員の推薦について
令和4年3月31日にて任期満了となる堀　則文氏の再任に同意 全会一致

【請願・意見書審査結果】

意　　見　　書　　名 提案者

燃油等の価格高騰対策、国の農業予算や運用変更に関する意見書 竹森　毅議員

地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見
書 大関光敏議員

全会一致で可決し、内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣ほかに提出しました。

第4回定例会は12月８日から10日まで開催されました。提案された条例や補正予算、人
事案などすべての議案を可決しました。
その結果、令和３年度一般会計予算の歳入歳出総額は51億4,752万円になりました。

（議会傍聴者３名）

第４回定例会で審議された議案 �
ふるさと応援寄附金　５，９２６万円（令和３年１１月末現在）
特別行政報告� Ｐ７掲載
「ないえ温泉　町が財政負担し存続することを断念」
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12月定例会では4人の議員が 一般質問 を行いました。
QRコード を読み取ることで一般質問の音声を聞くことができます。

ここを問う町政

遠 

藤
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
答
申

を
受
け
、
改
善
を
行
っ
た
結
果

と
今
後
の
改
善
計
画
の
考
え
方

に
つ
い
て
。

町 

長
経
営
改
善
の
結
果
状
況
で

は
、
委
託
業
務
の
見
直
し
や
眼

科
診
療
日
数
の
削
減
、
院
外
薬

局
へ
の
切
替
え
に
つ
い
て
は
、

お
お
む
ね
想
定
し
て
い
た
改
善

効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
が
、
取
り
組
み
始
め
て

か
ら
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い

た
め
、
ま
だ
明
確
に
結
果
を
お

伝
え
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

遠 

藤
訪
問
看
護
と
新
た
に
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

町 

長
高
齢
化
の
進
む
地
域
に
お
い

て
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ

り
、
当
院
と
し
て
も
体
制
を
整

え
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
が
、
訪
問
看
護
に

つ
い
て
は
、
現
在
常
勤
２
名
体

制
で
す
が
、
主
に
当
院
と
砂
川

市
立
病
院
の
医
師
の
指
示
に
よ

り
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
患
者

さ
ん
の
病
状
に
よ
り
対
応
で
き

な
い
場
合
を
除
い
て
、
希
望
者

に
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
答
申
に
も
あ
る
と
お
り
、

制
度
に
関
す
る
啓
発
を
行
う
な

ど
、
必
要
な
方
に
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。遠 

藤
開
放
型
共
同
病
床
休
止
に
つ

い
て
町
民
の
願
い
に
寄
り
添
い

早
急
な
再
開
の
考
え
は
。

町 

長
開
放
型
病
床
の
休
止
は
、
入

院
患
者
数
の
制
限
等
を
行
わ
な

い
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
。

多
く
の
患
者
さ
ん
に
入
院
い
た

だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力

し
て
い
く
。

町
民
の
願
い
に
寄
り
添
い
、

早
急
な
再
開
を
と
い
う
こ
と

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
御
意

見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
を
し
て

お
り
、
可
能
で
あ
れ
ば
そ
う
あ

る
べ
き
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

い
る
が
、
勤
務
医
が
１
名
減
少

す
る
と
い
う
こ
と
は
病
院
に
と

っ
て
非
常
に
大
き
な
こ
と
で
あ

り
、
医
師
や
看
護
師
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
の
対

策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
に

お
い
て
直
ち
に
再
開
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
る
。

引
き
続
き
、
院
長
の
後
任
と

な
る
医
師

の
採
用
に

努
め
、
再

開
に
向
け

た
環
境
を

整
え
る
。

町
立
国
保
病
院
の
経
営
状
況 

　
　
　

開
放
型
共
同
病
床
を
休
止
と
し
た
が

町
民
の
願
い
に
寄
り
添
い
再
開
を

町
長 

医
師
や
看
護
師
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策

遠藤共子
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大 

関
議
論
が
低
調
に
思
う
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
活
発
な
懇
談
会

に
し
て
い
く
か
伺
う
。

町 

長
町
民
の
皆
様
に
、
町
の
課
題

や
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う

大
切
な
場
面

の
1
つ
。

今
後
も
、

グ
ル
ー
プ
分

け
や
参
集
範

囲
、
場
所
、

時
間
、
資
料
な
ど
様
々
な
創
意

工
夫
を
重
ね
、
町
民
の
皆
様
と

共
に
考
え
、
行
動
す
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
る
。

大 

関
町
内
に
は
高
品
質
な
農
畜
産

物
が
あ
る
が
、将
来
の
特
産
品
を

考
え
る
会
を
検
討
し
て
み
て
は
。

町 

長
改
め
て
町
内
一
体
と
な
っ
て

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
を

行
い
、
新
た
な
農
産
物
や
加
工

品
な
ど
の
特
産
品
を
見
出
す
こ

と
が
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
関
係
者
が

共
通
認
識
を
持
ち
、
相
互
に
連

携
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
観

光
と
結
び
付
け
た
取
り
組
み
も

必
要
。

大 

関
今
年
は
豊
作
だ
が
、
高
温
の

影
響
で
製
品
歩
留
り
が
非
常
に

悪
く
、
米
価
も
安
い
為
、
農
業

経
営
が
難
し
い
。

農
家
に
対
し
何
か
支
援
は
で

き
な
い
か
。

異
業
種
検
討
会
は
特
産
品
だ

け
で
な
く
、
幅
広
い
分
野
で
の

連
携
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方

法
で
深
め
て
い
く
か
、
検
討
を

行
う
。

町 

長
概
算
金
の
減
少
で
、
本
町
と

し
て
約
1
億
９
０
０
０
万
円
の

影
響
が
あ
る
と
試
算
。

自
治
体
と
し
て
直
接
支
援
は

難
し
い
が
、
今
後
も
農
業
者
の

皆
さ
ん
と
直
接
対
話
を
行
い
、

農
業
担
い
手
育
成
基
金
の
活
用

も
含
め
、
農
業
の
振
興
発
展
に

つ
な
が
る
支
援
を
検
討
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会 

　
　
　

今
後
ど
う
活
発
に

し
て
い
く
の
か

町
長 
積
極
的
な
情
報
提
供
と
対
話
の
継
続

特
産
品
の
検
討 
　
　
　

異
業
種
で
の
検
討
会
の
設
置
は

町
長 

検
討
す
る
が
、
少
し
時
間
が
欲
し
い

今
年
の
米
価
下
落
に
つ
い
て 

　
　
　

何
ら
か
の
支
援
は

町
長 

直
接
的
な
支
援
は
難
し
い

大関光敏
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病
院
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
か

ら
の
答
申
に
対
す
る
取
り
組
み

篠 

田
介
護
医
療
院
へ
の
病
床
転
換

は
。町 

長
令
和
３
年
度
は
転
換
を
見
送

る
。
今
後
、
状
況
を
分
析
し
、

転
換
の
判
断
を
し
て
い
く
。

理
由補

助
金
申
請
が
７
月
、
院
長

退
任
後
の
医
療
体
制
、
病
床
稼

働
率
、
患
者
の
状
態
等
が
見
通

せ
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。

篠 
田

病
院
は
築
26
年
経
過
。
外
回

り
は
改
修
さ
れ
て
い
る
が
、
内

部
改
修
が
さ
れ
て
い
な
い
。
配

管
関
係
が
老
朽
化
し
漏
洩
等
が

あ
り
、
早
期
に
改
修
計
画
と
は

な
ら
な
い
の
か
。

町 

長
施
設
・
設
備
の
故
障
も
増
加

し
て
い
る
。
今
後
、
計
画
的
に

進
め
た
い
。

医療療養病床
＋

介護医療院
＝

収益増加が
見込める

Ｈ7.2  竣工後の主な改修

Ｈ22.7　ボイラー更新
Ｈ26.10  大規模改修工事
　　　  （外壁、屋上防水）
Ｈ28.11  サ高住化一式工事
　　　  （３階）

院
長
の
後
任
は

町 

長
北
海
道
大
学
病
院
の
医
局

に
、
数
回
お
伺
い
し
状
況
を
確

認
し
て
い
る
が
、
大
変
厳
し
い

と
聞
い
て
い
る
。
派
遣
医
師
の

安
定
確
保
の
視
点
も
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

病
院
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し

て
進
め
て
き
た
「
開
放
型
病
床
」

篠 

田
休
止
に
至
っ
た
経
過
等
は
。

町 
長

院
長
の
退
職
で
、外
来
診
察
、

健
診
は
従
来
通
り
続
け
る
が
、

医
師
等
の
業
務
負
担
の
大
き
い

開
放
型
病
床
を
休
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

本
来
は
「
地
域
医
療
連
携
運

営
委
員
会
」
を
開
催
し
、
協
議

い
た
だ
く
課
題
で
あ
っ
た
が
、

医
師
人
事
に
係
る
関
係
機
関
へ

の
協
議
を
先
行
し
て
進
め
、
時

間
的
に
も
、
会
議
構
成
的
に
も

開
催
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
判

断
し
、
私
か
ら
直
接
、
関
係
す

る
先
生
た
ち
に
協
議
し
、
了
承

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
後
任
医
師
が
決
ま
れ

ば
、
開
放
型
病
床
の
再
開
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
十
分
協
議

し
て
い
く
。

篠 

田
こ
の
特
色
あ
る
取
組
み
は
、

当
町
だ
か
ら
で
き
た
と
思
い
ま

す
が
、
町
民
の
声
も
「
開
放
型

病
床
が
休
止
さ
れ
た
の
は
残

念
」「
休
止
に
つ
い
て
の
説
明

が
な
い
」
な
ど
、
確
か
に
広
報

等
で
は
何
ら
説
明
も
な
い
。
町

民
に
も
き
ち
ん
と
対
応
さ
れ
て

い
る
の
か
。

ま
た
、
開
放
型
病
床
の
部
分

で
は
、「
地
域
医
療
連
携
運
営

委
員
会
」
が
条
例
で
制
定
さ
れ

た
委
員
会
で
、
開
く
機
会
が
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
い
の

一
番
に
先
生
方
に
協
議
し
て
も

ら
い
、
皆
さ
ん
が
理
解
し
た
中

で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
思
わ

れ
る
が
。

町 

長
ご
指
摘
は
、
真
摯
に
受
け
止

め
た
い
。
状
況
を
開
業
医
の
先

生
方
に
き
っ
ち
り
説
明
し
、
ご

了
承
い
た
だ
い
て
今
に
至
る
と

い
う
状
況
だ
と
、
私
は
認
識
し

て
い
る
。開放型共同利用

Ｈ6.7　運営開始
・開放型病床　12床
・医療機器の利用
※「地域で共に診る」

地域医療連携運営委員会（Ｈ6.4　条例制定）

・�奈井江医歯会と病診連携を図り、病院の開放型病
床及び高額医療機器等の共同利用を促進するため、

・�委員　…　奈井江医歯会の医師、歯科医師、町職
員（医療機関）

町
立
国
保
病
院
の

経
営
改
善
等
に
つ
い
て
　
　

篠田茂美
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笹 

木
不
育
症
に
つ
い
て
奈
井
江
町

で
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
お
持

ち
な
の
か
。
気
軽
に
相
談
で
き

る
相
談
窓
口
と
周
知
啓
発
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
と
し
て
の
不
育
症
の
治
療
費

助
成
制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

町 
長

繰
り
返
す
流
産
な
ど
の
喪
失

体
験
は
、
心
身
及
び
経
済
的
に

も
大
き
な
負
担
と
認
識
し
て
い

る
。
不
育
症
の
認
知
度
を
上
げ

る
と
と
も
に
、
相
談
窓
口
の
周

知
徹
底
を
図
り
、
環
境
整
備
に

努
め
る
。
道
の
助
成
制
度
の
周

知
を
積
極
的
に
行
い
、
町
の
助

成
支
援
は
、
今
後
の
検
討
課
題

と
捉
え
る
。

笹 

木
パ
ソ
コ
ン
の
考
え
方
が
決
定

的
に
変
わ
っ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
。
新
た
な
教
育
環
境

が
整
っ
て
き
た
今
、
そ
の
環
境

を
最
大
限
に
活
用
す
る
力
を
つ

け
る
た
め
、
教
員
の
意
識
や
教

育
格
差
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

の
努
力
が
必
要
。

教
育
長

実
質
的
に
今
年
度
が
奈
井
江

町
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
元

年
。
大
切
な
こ
と
の
一
つ
は
、

指
導
す
る
教
員
が
い
か
に
使
い

こ
な
し
て
い
く
か
と
い
う
事
。

今
年
度
教
育
委
員
会
と
教
職
員

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
研
修
会
へ
の
参
加
な

ど
意
欲
的
な
研
鑽
が
続
い
て
い

る
。ま

た
、
低
学
年
の
子
ど
も
た

ち
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｔ
機
器
の
順

応
力
が
発
揮
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
指
導
が
出
来
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

笹木利津子

不
育
症
の
治
療 

　
　
　

不
育
症
を
知
り

　
適
正
な
検
査
や

治
療
で
命
を
守
る

町
長 

健
や
か
な
妊
娠
・
出
産
を
迎
え
る
た
め
の 

相
談
体
制
に
努
め
る

教
育
環
境
の
活
用
・
教
員
の
活
用
力
向
上 

　
　
　

誰
一
人
と
し
て

　
取
り
残
さ
な
い

教
育
の
推
進

教
育
長 

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
て
い
く 

教
育
行
政
の
推
進
を
実
践

 

 

 

           

　
不
育
症
と
は

　

２
回
以
上
の
流
産
、
死

産
や
早
期
新
生
児
死
亡

（
生
後
一
週
間
以
内
の
死

亡
）
に
よ
り
子
ど
も
を
持

て
な
い
こ
と
が
定
義
と
さ

れ
て
い
る
。

Point
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委
員
会
開
催
日

　
　

10
月
６
日
、
12
月
16
日

調
査
内
容

　
　

〇
期
末
手
当
に
つ
い
て

　
　

〇
議
員
報
酬
に
つ
い
て

議
員
研
修
に
つ
い
て

　

次
年
度
９
月
の
第
３
回
定
例
会
ま
で
に
結
論
が
出

せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
調
査
・
検
討
い
た
し
ま
す
。

期
末
手
当
に
つ
い
て

今
期
は
据
え
置
き
、
改
選
後
は
町
３
役
に
準
じ
る
。

　

人
事
院
勧
告
で
は
０
・
15
カ
月
引
き
下
げ
の
４
・
30
カ
月
で
あ
る
が
、
当
議
会
は
４
・

15
カ
月
と
低
い
こ
と
か
ら
今
期
は
据
え
置
く
こ
と
と
し
た
。

　

議
会
が
独
自
に
削
減
し
て
き
た
こ
と
は
意
義
が
あ
る
が
、
次
期
に
お
い
て
は
、
町
３

役
に
準
じ
た
対
応
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

議
員
報
酬
に
つ
い
て

担
い
手
確
保
、
議
会
活
性
化
の
た
め
削
減
前
に
戻
す
。

　

全
国
的
に
議
員
の
担
い
手
確
保
、
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
議
員
定
数
は
同
規
模
町
村
の
中
で
最
低
の
９
人

で
あ
り
、
議
員
報
酬
も
最
低
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
環
境
下
で
は
引
き
上
げ
の
議
論
が
難
し
い
で
す
が
、
議
員
の
処
遇
改
善
が
必

要
で
す
。
他
議
会
は
一
時
的
削
減
で
し
た
が
、
当
議
会
は
恒
久
削
減
し
た
こ
と
で
格
差

を
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
削
減
前
の
報
酬
に
戻
す
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
報
酬
等
の
あ
り
方
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告

次期の議員報酬、期末手当の方針決定‼

特別行政報告「ないえ温泉」の今後の方向性

※町の財政負担を伴う温泉施設の存続はできない

今後の施設の活用
◎�公費を伴わない、民間事業者による自主的な取り組みによる、温泉運営を含めた多用
途での再活用の方策について検討を進める
◎関連施策の老人・障がい者入浴券、公共交通は今後検討する

様々な調査分析、町民との議論を踏まえた結果

報　告道内の温浴・温泉施設運営事業者
に対するアンケート調査

・町の観光資源
・町民の保養施設など
　から存続を希望

・町財政への影響を懸念
・存続に要する財源を別の
　財政課題等に活用を希望

まちづくり懇談会や各団体等と
意見交換
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調
査
内
容
　

温
泉
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
経
過

事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

（
現
地
調
査
実
施
）

問 

再
開
時
の
初
期
費
用
は

答 

調
査
分
析
書
の
報
告
で
は

700
万
円
～
800
万
円
か
か
る

予
定
。

問 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
以
外
の

問
い
合
わ
せ
は

答 
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
が

２
件
、
施
設
を
見
た
い
が

５
件
、
役
場
で
の
状
況
確
認
が
１

社
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

本
施
設
の
あ
り
方
は
町
の
重
要

な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
民
の
意
見
を
広
く
聴
取

し
、
町
の
将
来
の
財
政
負
担
等
も

見
据
え
て
方
針
を
決
定
い
た
だ
き

た
い
。

調
査
内
容　

ワ
ク
チ
ン
納
入
状
況
、
ワ
ク
チ

ン
分
配
状
況
、
実
施
機
関
別
接
種

状
況
、
集
団
接
種
実
施
状
況
、
接

種
率
に
つ
い
て

問 

夜
間
の
接
種
状
況
は

答 

民
間
病
院
で
１
カ
所
、
金

曜
の
夜
に
接
種
を
実
施
。

問 

３
回
目
の
集
団
接
種
の
準

備
は

答 

個
別
接
種
、
集
団
接
種
の

人
数
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
、
接
種
し
や
す
い
体
制
を
検
討

中
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

接
種
受
付
当
初
は
電
話
が
つ
な

が
ら
な
い
等
の
苦
情
も
あ
っ
た

が
、
専
用
回
線
と
す
る
な
ど
の
改

善
を
図
り
、
集
団
接
種
の
体
制
を

整
え
、
高
い
接
種
率
と
な
っ
た
こ

と
を
評
価
す
る
。

更
に
若
い
世
代
の
接
種
が
進
む

よ
う
推
奨
を
継
続
し
て
実
施
願

う
。ま

た
、
３
回
目
の
接
種
も
多
く

の
方
に
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
状
況
に
つ
い
て

３
回
目
の

接
種
の
推
進
を

ないえ温泉について

町民の意見を
広く聞いて決定を

コロナワクチン接種状況
町立
病院

方波見
医院

岸本
内科

集団
接種 その他 計

実施
日数 57 74 68 54 37 290

接種
回数 762 833 909 5,292 264 8,060

※�令和3年10月末までのＶＲＳに登録されて
いる件数

※上記合計の他に町外644件
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調
査
内
容　

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
経

過
に
つ
い
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（
Ｒ
４
～

Ｒ
11
）

問 

計
画
を
10
年
か
ら
８

年
に
し
た
理
由
は

答 

特
に
法
律
で

期
間
の
定
め

は
な
い
が
、
短
期
的
、

長
期
的
な
課
題
と
対

応
を
図
る
た
め
４
年
、

４
年
の
８
年
に
設
定
。

問 

実
践
は
ど
の

様
に

答 

ま
ず
は
様
々

な
会
議
の
中

で
周
知
し
幅
広
い
年
代
で
事

業
展
開
を
し
て
い
き
た
い
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

計
８
回
の
検
討
委
員
会
で

協
議
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
も
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど

活
発
な
議
論
の
下
、
策
定
さ

れ
た
こ
と
は
大
い
に
評
価
す

る
。本

計
画
は
全
町
民
が
年
代

を
問
わ
ず
学
び
続
け
、
豊
か

な
人
生
と
す
る
こ
と
が
理
念

と
さ
れ
て
お
り
、
達
成
さ
れ

る
よ
う
、
具
体
的
な
施
策
の

展
開
を
期
待
す
る
。

ま
た
、
本
計
画
の
広
報
周

知
に
努
め
、
施
策
の
効
果
を

よ
り
高
め
る
よ
う
努
力
願

う
。

教育ビジョンについて

本計画の効果
を期待

私
た
ち
夫
婦
は
、
夫
の
仕

事
の
都
合
で
小
樽
に
住
ん
で

い
ま
し
た
が
、
夫
の
出
張
が

多
い
為
、
子
育
て
中
の
私
は

実
家
の
あ
る
住
み
慣
れ
た
奈

井
江
町
に
住
み
た
い
と
希
望

し
、
11
年
前
に
奈
井
江
町
に

引
越
し
を
し
て
き
ま
し
た
。

町
営
住
宅
に
住
ん
で
い
ま

し
た
が
、
子
供
が
増
え
学
校

に
通
う
よ
う
に
な
る
と
、
部

屋
が
欲
し
い
と
の
声
で
マ
イ

ようこそ奈井江町へ
定住・移住政策の成果により奈井江町へ移住する方が増えています。
今回は、佐賀さんファミリーです。

　佐賀さん
　　　ファミリー

ホ
ー
ム
を
考

え
ま
し
た
。

そ
の
頃
住
宅

新
築
助
成
が

あ
る
こ
と
を

知
り
マ
イ
ホ

ー
ム
を
建
て

る
決
心
が
つ

き
、
６
年
前

に
念
願
の
マ

イ
ホ
ー
ム
を

手
に
入
れ
る

こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
子

育
て
す
る
中

で
高
校
生
ま
で
医
療
費
助
成

が
あ
っ
た
り
、
給
食
費
の
無

料
や
半
額
と
、
子
供
の
多
い

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
と
て

も
助
か
る
制
度
が
あ
り
、
奈

井
江
町
は
魅
力
の
あ
る
町
で

す
。
沢
山
の
家
族
が
移
住
し

て
子
供
も
増
え
今
よ
り
も
っ

と
活
気
あ
る
奈
井
江
町
に
な

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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議 員 活 動
最近の議会活動の現地調査・視察

改善センター

ないえ温泉排水機場

吉野斎苑
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遠
藤
共
子
議
員
、
石
川
正
人
議
員
が
議
員

と
し
て
10
年
以
上
そ
の
職
に
あ
っ
た
と
し

て
、
空
知
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

議  員  表  彰

議会懇談会

浦臼町議会議員交流会

雨竜町議会視察
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指
定
管
理
に
よ
る
温
泉
が

休
館
し
て
２
年
が
経
過
し
、

今
後
の
方
向
性
を
よ
う
や
く

決
め
ま
し
た
が
、
残
っ
て
い

る
の
は
借
入
金
の
返
済
だ
け

で
す
。

ま
だ
行
政
課
題
は
山
積
し

て
い
る
中
で
、
何
を
町
民
の

為
に
行
っ
て
い
く
か
、
国
の

様
に
赤
字
国
債
を
発
行
し
、

借
入
金
を
大
き
く
し
な
が
ら

事
業
展
開
を
行
う
こ
と
は
、

地
方
自
治
体
で
は
行
え
ず
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
ど
の

よ
う
に
優
先
順
位
を
考
え
て

い
く
か
が
課
題
。

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で

す
。住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

は
、
共
に
協
力
し
合
い
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

編

集

後

記

浦臼町議会との交流会
　11月18日浦臼町役場において、浦臼町・奈
井江町の議員交流会が開催されました。
　講師には、空知総合振興局長白石俊哉氏を
お招きし、「空知の課題と道・総合振興局の
取り組みについて」ご講演をいただきました。
　新型コロナの現況・農業振興・地域創生協
議会の取り組み・空知ワイン・公共交通の維
持確保など、データーを参照しながら多岐に
わたる内容でした。
　中でも奈井江大橋物語「両町交流の懸け橋」
と題して明治から現在の大橋開通に至るまで
のお話は大変興味深く、改めて浦臼・奈井江
両町のつながりを感じた機会になりました。
　この度の研修を、今後の議会活動の参考に
して参りたいと思います。

表
紙
の
１
枚

　

１
月
６
日
出
初
式
の
様
子

で
す
。

発
行
　
奈
井
江
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

遠
藤　

共
子

副
委
員
長　

笹
木
利
津
子

委　
　

員　

大
関　

光
敏

　
　
　
　

篠
田　

茂
美

第１回定例会（予定）
■日 程　３月３日（木）

～３月16日（水）
☆総括質問は、３月９日（水）の予定です。
■場 所　 役場３階議事堂
どなたでも傍聴できます。お気軽にお越しください。

問合わせなどは議会事務局まで
６５－２１６６
gikai@town.naie.lg.jp

議
会
運
営
委
員
会
報
告

12
月
３
日

・
第
４
回
議
会
運
営
に
つ
い

て

全
員
協
議
会
報
告

11
月
９
日

・
町
か
ら
の
報
告
事
項

・
議
会
懇
談
会
に
つ
い
て

12
月
１
日

・
第
４
回
定
例
会
の
議
案
説
明
に
つ
い
て

12
月
８
日

・
第
４
回
定
例
会
の
議
会
運
営
に
つ
い
て

12
月
10
日

・
町
か
ら
の
報
告
事
項

・
一
部
事
務
組
合
等
の
議
会
報
告
に
つ
い
て

12
月
16
日

・
町
か
ら
の
説
明
（
子
育
て
支
援
等
臨
時
交

付
金
）

広
報
常
任
員
会
報
告

議
会
だ
よ
り
25
号
（
11
月

15
日
発
行
）
編
集
の
た
め
４

回
の
委
員
会
を
開
催

委員会報告 Committee
 Report
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